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平成 29年度 

第 3回 豊見城市景観まちづくり塾 ＜実施概要＞

景観まちづくり実践 
～字豊見城公民館の壁面緑化に挑戦します～

12月 10日（日）に今年度最終回となる第 3回景観まちづくり塾が開催されました。これまで学んで
きたことを活かし、字豊見城地区における景観まちづくりを実践するため、公民館東側の壁面への緑化

活動を実践しました。（有）泉川園芸の泉川良誠氏に指導いただきました。

開催概要 

○日 時 平成 29年 12月 10日（日）
13:00-15:30 

○集 合 字豊見城公民館

○参加者 14名（字豊見城住民：11名、
豊見城市民： 3名）

プログラム 

1. オリエンテーション

2. 壁面緑化についてのレクチャー

3. 実践！壁面緑化

4. 閉会

今年度の景観まちづくり塾のスケジュール 

これまでの経緯と今年度の予定 

第 1回 景観まちあるき 

11月 5日（日）
14:00-17:00 

第 2回 県内先進地視察 

11 月 19 日（日） 

13:00-17:00 

第 3回 景観づくり実践 

12月 10日（日）
13:00-15:30 

豊見城市では、平成 25年から景観に関する基礎調査や景観まちづくり塾などを行ってきました。平成 29年 9月
に「豊見城市景観計画」を策定、平成 29 年 10 月には「豊見城市景観まちづくり条例」も制定されました。字豊見
城地区においては、平成 26年度より景観まちづくり塾等を通じて景観づくりに取組んできました。昨年度より「住
民懇談会」と「景観まちづくり塾」の場において、景観形成重点地区の検討を進め、去った 8月には、景観形成重点
地区指定後の景観まちづくり活動を実践することを目的とした「字豊見城地区人づくり街づくり協議会」が発足しま

した。今年度は、字豊見城地区をフィールドに全 4回の「同協議会」、全 6回の「住民懇談会」、全 3回の「景観まち
づくり塾」の開催を予定しています。
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泉川さんの指導により、壁面緑化に挑戦 

公民館 1階にて泉川さんよりレクチャー 植える花の特徴・管理方法についてのお話

ミニコチョウラン デンファレ

二人一組で苗木を取り付けます 2つのブロックのすき間から巻いていきます

親子での参加もありました 公民館東側の壁面に取り付けていきます
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壁面に取り付けたワイヤーメッシュに

括り付けていきます

壁面に取り付ける様子 2

緑化作業前の壁面 緑化作業後の壁面

緑化された壁面の様子 作業終わりに集合写真を撮りました
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参加者の感想 

回答された 10名全員から「満足」及び「概ね満

足」の回答をいただきました。 

＜感想・印象に残ったこと＞ 

 楽しく作業ができた。ブロック塀に花が咲いた。 

 ランの貼り付け作業をやることで、少しだけ知識を

得た。 

 12 月 23 日のクリーン作戦時に自治会員の刺激に

なると思う。そこに花壇づくりも予定している。 

 「壁面緑化」というものが街の景観にどのような影響

を与えるか想像もつかなかったが、作業を通して

皆が協力し、笑顔で仕上げたことがとてもよかった。 

 市民に喜ばれるよう、管理をしっかりやってほしい。 

 仕上がってみると見事にきれいになった。景観の

変化を感じた。ランを使ったのは良かったと思う。 

 とにかく通りがきれいになり、駐車禁止の為にも良

いのでは。 

 あっという間に終了して良い時間だったと思います。

運営等もよろしいと思います。 

 壁が芸術的な気分をただよわせているのに安らぎ

を感じる。 

 少しずつ地域の人たちがきよみを持ち始めている

のが感じられた。 

 お花（ラン）のことがよくわかりました。バランスよく

設置すること。調和が大切。 

 高級なランの花をグリーンウォールとして設置でき

たことに感謝。 

 壁面緑化、それもランを使うというのは、とてもレベ

ルの高い、きれいな通りになると思う。 

 ランが定着するまでの問い合わせにも対応してほ

しい。ラン以外でも、今後壁面緑化できるものがあ

れば指導願いたい。 

 自治会の公民館がみんなのおかけで「春が来た」

雰囲気・環境になった。本当のまちづくりの一歩で

ある。 

 ミニコチョウランとデンファレで壁面緑化の実践をさ

せてもらいとても華やかできれいになり大満足！ 

 園芸家の方から丁寧な説明もありとても勉強になり

ました。ありがとうございました。 

 市花のブーゲンビレアや、ちょうの食草（ほうらいか

がみなど）も壁面緑化として植えたらどうでしょうか。 

＜1～3回を通しての感想＞ 

 景観まちづくりのモデルとなった豊見城地区の活

動が他地域にも大きな影響を与えると思うので、私

たちも楽しみに見守っています。この講座を機に、

豊見城市が住みよい街に発展していくことを強く望

みます。 

 皆様の協力で最後までよくできたと思います。 

 全て有意義な体験です。感謝いたします。 

 引き続き、ご支援宜しくお願いします。 

＜今後の景観まちづくりを盛り上げるために

必要なこと＞ 

 どんな街づくりをやるか、自分なりのイメージが描

けた。 

 豊見城自治会は東に豊見城城址公園、西に海軍

壕公園の中間に位置する。盛り上げるためには、

両公園との連携が必要だと考えている。 

その一つとして、8 月 3 日には地元の子どもたちと

海外空手家との交流をやった。毎年 5 月 27 日に

は海友会主催の慰霊祭、6月13日にはコンベンシ

ョンビューローの慰霊祭が行われている。 

また来年1月 24日には海軍戦没者慰霊演奏会が

予定されている。 

これらの行事との連携もやる。また来年 1 月 14 日

には、海外から来沖された空手家と地元子どもた

ちとのもちつき大会（豊見城公民館で）も予定して

いる。 

 景観まちづくりの実践方法に関するレクチャーをし

てほしい。 

 実践部隊の構築。予算等の確保。 
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■お問い合わせ先 豊見城市 都市計画課 
  〒901-0292 沖縄県豊見城市翁長 854 番地 1 
  TEL：098-850-5332 FAX：098-850-6323 


